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参考資料：事前確認用 アンケート質問一覧 ～発荷主用アンケート～ 

 

 

Ｑ１．貴社のお名前と法人番号をご記入ください。 

Ｑ２．ご回答者様のお名前、お電話番号、メールアドレス、ご所属部署をご記入ください。 

Ｑ３．貴社が本アンケートの周知を受けた業界団体等の名前をご記入ください。 

 

Ｑ４．貴社の属する業界区分について、該当するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５．貴社の出荷量・取扱量の最も大きな品目について、該当するものを１つお選びください。 

 

  

こちらはアンケート用紙ではありません 

ご回答はサイトのアンケートボタンからお願いします 
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Ｑ６．貴社の資本金の区分について、該当するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

Ｑ７．貴社の従業員数の区分について、該当するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

 

Ｑ８．貴社の昨年度の単体売上高について、該当するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

Ｑ９．フランチャイズ展開について、該当するものを１つお選びください。 

 

 

 

Ｑ１０．通信販売など、貴社から直接個人向け（BtoC）に出荷を行っていますか。該当するものを

１つお選びください。 

 

 

 

Ｑ１１．もし把握している場合は、年間の輸送重量（出荷）（t）をお答えください。 

（荷役作業時間の実態を把握された特定の工場、倉庫、物流施設等の分だけでも構いません。） 

※把握していないなどの場合は選択肢でお答えください。 
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Ｑ１２．貴社が賛同している自主行動計画があれば、賛同している策定団体の業種・分野に該当する

ものをすべてお選びください。 

※選択肢に当てはまるものがない、もしくは、自社で作成されている場合は、右下の選択肢「あて

はまるものがない・自社で作成している」を選択し、名称をご入力ください。 

※複数の自主行動計画に賛同している場合はそれぞれ該当する番号を選択してください。 
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Ｑ１３．ガイドラインの「荷待ち時間・荷役作業等にかかる時間を把握」の取組状況について、該当

するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下、選択肢の表示のない設問は、上記同様の選択肢です。 

 

Ｑ14－１．ガイドラインの「荷待ち・荷役作業等時間２

時間以内ル－ル」の取組状況についてご教示ください。 

（2024 年 1 月について）貴社が把握した荷待ち・荷役

作業等時間を、A・B・C・D の各割合をパーセンテー

ジでお答えください 

 

Ｑ14－２．（2024 年 1 月について）時間を把握し

た荷積みの件数及び貴社における全荷積みの発生件

数をご回答ください。 

※全荷積みの発生件数については、任意で結構で

す。 

※１月の情報が入手できない場合は直近の状況をご回答ください。 

 

 

Q14－３．ガイドラインが策定・公表された 2023 年６月と比較して、

2024 年 1 月において荷待ち・荷役作業時間は削減できていますか。該

当するものを１つお選びください。 
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Ｑ１５．ガイドラインの「物流管理統括者の選定」の取組状況について、該当するものを１つお選

びください。 

※物流の適正化・生産性向上に向けた取組の責任者として、販売部門、調達部門等の他部門との交

渉・調整を行う者で、事業者ごとの選定を想定しています。 

 

Ｑ１６．ガイドラインの「物流の改善提案と協力」の取組状況について、該当するものを１つお選

びください。 

 

Ｑ１７．ガイドラインの「運送契約の書面化」の取組状況について、該当するものを１つお選びくだ

さい。 

 

Ｑ１８．ガイドラインの「荷役作業等に係る対価」の取組状況について、該当するものを１つお選び

ください。 

 

Ｑ１９．ガイドラインの「運賃と料金の別建て契約」の取組状況について、該当するものを１つお選

びください。 

 

Ｑ２０．ガイドラインの「燃料サーチャージの導入・燃料費等の上昇分の価格への反映」の取組状況

について、該当するものを１つお選びください。 

 

Ｑ２１．ガイドラインの「下請取引の適正化」の取組状況について、該当するものを１つお選びくだ

さい。 

 

Ｑ２２．ガイドラインの「異常気象時等の運行の中止・中断等」の取組状況について、該当するもの

を１つお選びください。 
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Ｑ２３－１．ガイドラインの「予約受付システムの導入」の取組状況について、該当するものを１つ

お選びください。 

※「Ａ：すべて対応できている」または「Ｂ：部分的に対応できている」を選んだ方は Q23-2、Q23-3 にもご

回答ください。 

 

Ｑ２３－２．荷待ち時間の削減に大きな効果が期待できる予約受付システムは比較的導入しやすい

と考えられ、導入が進んでいますが、一方で関係者から様々な課題も指摘されています。現在のシス

テム導入を決めた要因について、該当するものをすべてお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２３－３．荷待ち時間の削減に大きな効果が期待できる予約受付システムは比較的導入しやすい

と考えられ、導入が進んでいますが、一方で関係者から様々な課題も指摘されています。現状の課題

について、該当するものをすべてお選びください。 
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Ｑ２４．ガイドラインの「パレット等の活用」の取組状況について、該当するものを１つお選びくだ

さい。 

 

Ｑ２５－１．ガイドラインの「入出荷業務の効率化に資する機材等の配置」の取組状況について、該

当するものを１つお選びください。 

※「Ａ：すべて対応できている」または「Ｂ：部分的に対応できている」を選んだ方は Q25-2 にもご回答くだ

さい。 

 

Ｑ２５－２．入出荷業務の効率化に資する機材等の配置について、具体的な取組項目、導入機材等に

ついて、該当するものをすべてお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２６．ガイドラインの「検品の効率化・検品水準の適正化」の取組状況について、該当するものを

１つお選びください。 

 

Ｑ２７．ガイドラインの「物流システムや資機材（パレット等）の標準化」の取組状況について、該

当するものを１つお選びください。 
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Ｑ２８－１．ガイドラインの「輸送方法・輸送場所の変更による輸送距離の短縮」の取組状況につい

て、該当するものを１つお選びください。 

※「Ａ：すべて対応できている」または「Ｂ：部分的に対応できている」を選んだ方は Q28-2 にもご回答くだ

さい。 

 

Ｑ２８－２．ガイドラインの「輸送方法・輸送場所の変更による輸送距離の短縮」のうち「モーダ

ルシフト」について、お答えください。 

今後、トラックから鉄道・船舶など他モードでの輸送に切り替えていきたいと考えていますか。該

当するものを１つお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２８－３．輸送距離 500km 超を目安として、貴社の現在のモーダルシフト（鉄道、船舶等の活用）

への取組状況について、該当するものを１つお選びください。 
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Ｑ２９．ガイドラインの「共同輸配送の推進等による積載率の向上」の取組状況について、該当する

ものを１つお選びください。 

 

Ｑ３０．ガイドラインの「物流事業者との協議」の取組状況について、該当するものを１つお選びく

ださい。 

 

Ｑ３１．ガイドラインの「高速道路の利用」の取組状況について、該当するものを１つお選びくださ

い。 

 

Ｑ３２．ガイドラインの「運送契約の相手方の選定」の取組状況について、該当するものを１つお選

びください。 

 

Ｑ３３．ガイドラインの「荷役作業時の安全対策」の取組状況について、該当するものを１つお選び

ください。 

 

Ｑ３４．ガイドラインの「出荷に合わせた生産・荷造り等」の取組状況について、該当するものを１

つお選びください。 

 

Ｑ３５．ガイドラインの「運送を考慮した出荷予定時刻の設定」の取組状況について、該当するもの

を１つお選びください。 

 

Ｑ３６．ガイドラインの「出荷情報等の事前提供」の取組状況について、該当するものを１つお選び

ください。 

 

Ｑ３７．ガイドラインの「物流コストの可視化」の取組状況について、該当するものを１つお選びく

ださい。 
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Ｑ３８－１．ガイドラインの「発荷主事業者側の施設の改善」の取組状況について、該当するものを

１つお選びください。 

※「Ａ：すべて対応できている」または「Ｂ：部分的に対応できている」を選んだ方は Q38-2 にもご回答くだ

さい。 

 

Ｑ３８－２．発荷主事業者側の施設の改善について、具体的な取組項目等に該当するものすべてお

選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３９．ガイドラインの「混雑時を避けた出荷」の取組状況について、該当するものを１つお選びく

ださい。 

 

Ｑ４０．ガイドラインの「発送量の適正化」の取組状況について、該当するものを１つお選びくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【発荷主事業者用】 

11 

 

Ｑ４１．荷主として取り組んだ様々な取組の成果として、出荷に係るトラック台数の削減や積載率

の向上等の効果が期待されます。 

ガイドラインへの取組によってトラック台数が削減された効果について、もし把握している情報が

あればお答えください。 

（2024 年 1 月について）貴社が把握している出荷に係るトラック台数の実績において、同等の出

荷量として比較した場合に、トラック台数の削減割合について、該当するものを１つお選びくださ

い。 ※1 月の情報が入手できない場合は直近の状況をご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終了です。 

「次へ」ボタンをクリックすると、ご回答いただいた内容が表示されます。 

ご回答内容をご確認のうえ、忘れずに「送信」ボタンをクリックしてください。 

※ご回答内容をお手元に残したい場合は、次の確認画面で、印刷または保存等を行ってください※ 

 


